








7

目的を明確にしない限り会社は承認してくれない。
　特に業務を変え定着させることが重要である。考え方を変えることが出来ないと途中で頓挫する。陥りがち
なのは仕組みを入れたことで自然に変わると思い込むこと。仕組みを入れただけでは絶対に改善されない。考
え方を変えることが出来ないのであれば導入は無意味である。
　▶　入出金機の導入　社内で両替作業をさせないために入出金機と自動釣銭機導入はセットとした。入出金
機は POS と自動釣銭機と繋ぐことで全レジにいくらあるのか分かる。その為、どのレジに釣銭が不足してい
るか分かるため過去のデータも含め分析し釣銭補充は 1 日 1 回を可能とした。作業時間の削減は標準的な店舗
で過去の清算スタイル340分、入出金機導入230分、入出金機のデータ連携で 1 / 3 となった。また、事務所
バックオフィス人員は大型店で10名、小型店で 5 ～ 6 名であったが、全て 3 名でオペレーションが可能となり
年間36,000人時、金庫内の現金 2 億円削減を実現した。
　▶　レジスタイルの多様化　セミセルフ、フルセルフ、モバイルセルフが浸透している。ウォルマートでは
通常のレジ、大型のセルフレジ、エクスプレスレジ（少ない商品の購入）、コンバーチブルレジ（手動とセルフ
が可能）、キャッシュレス専用レジなどがある。日本国内もセルフレジとの併用となってくると考える。ウォル
マートのセルフレジ客数比率は90% を目標としている。ベイシアは一番稼働している店舗で50% である。客数
の半分はセルフレジを使用している。これを60%、70% と上げる考えであるがお客様に不満を感じさせないよう
に慎重に進める必要がある。
　クローガーのセルフレジは手元を映すカメラを設置し防犯的な視点で抑止効果がある。ウォルマートやホー
ムデポも同様である。レジの究極はアマゾン GO であるがコスト面に問題があり簡単な話ではない。なお、無
人ではない。
　▶　キャシュレスについて　日本のキャシュレス比率は18～20% 弱と低い。キャシュレスになると現金管
理のコストは大幅に削減されるがキャシュレス化する投資コストが掛かる。
　ベイシアでもアプリで事前注文、事前決裁で惣菜販売を進めている。お客様が店舗の近隣に来た時点で作り
始めるため出来たてを提供することができる。
　▶　防犯カメラの流用　防犯カメラで PoC（Proof of Concept）を使い売場分析を実施している。実験的に 1
店舗でリテールネクストの仕組みを使いリアルタイムで監視している。お客様の購買行動の分析、何秒立止まっ
たのか？素通りしただけなのか？などのデータをもとに時間帯別のマーチャンダイジングに繋げる計画である。
　最後にレジ周りは一番攻撃されやすい場所であること。事件、事故、万引、不正など発生傾向をいかに掴む
かが重要であること。また、デジタルを使ったテクノロジー対策、禁止オペレーションを作り教育し徹底する
ことが大切である。様々なことが LP 教育制度で積み上げられ資格制度に繋がると良いと考える。
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　 3 月 8 日（金）13:30～14:00　東 7 ホール
特設ステージで当工業会主催の「知って安
心！ カ メ ラ 画 像 利 活 用 ガ イ ド ブ ッ ク
ver2.0」を行いました。多くの立見の参加が
あるほど盛況でした。東 7 ホールの JEAS
ブースにも多くの方がお越しいただきまし
た。

「15分勉強会」について
　日本万引防止システム協会では、定期的に開催される理事会において、会員各社より、協会員のさらなるレ
ベルアップのために、様々な情報をわかりやすく解説いただく勉強会を実施しております。
　最近、開催した内容は、以下の内容です。資料は協会ホームページにある会員ページにあります。
　 3 月26日（火）は、米山理事に「中国・米国の最新情報　テクノロジーと顧客が求めているものへのすばや
い対応」について説明いただきました。発表内容は会員ページの d_22に格納しました。
　 4 月23日（火）は、日本小売業協会事務局長の鈴木秀昭様より「協会説明と小売業の抱えているさまざまな
諸課題」について拝聴しました。当日は当工業会を日本小売業協会会員に推薦いただいた同協会副会長の増井
德太郎様が臨席されました。
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新会員紹介について
　　　　　　　　　　　 正会員 　　　　　　　　　　　

アドセック株式会社	 代表取締役  小泉 久也

　小売業のお客様を中心に「セキュリティー」「デザイン」「プロモーション」「マーケティング」などのサー
ビスを、其々の分野の専門家が各ソリューションを融合させた新たな事業コンセプト「プロモーショナルセ
キュリティー」としてご提供して参りました。その事業は多くのお客様にご支持を頂き、更にそのニーズは

「店舗つくり」全般へと拡大されております。どのようなご要望も引き受けられるワンストップソリューショ
ンの会社として ADSEC は進化を目指して参りたいと存じます。

株式会社セキュリティデザイン 代表取締役社長 村上 勝家

　当社は、グループ企業である株式会社ジーネットが営むセキュリティ事業を統合し、フルサトグループの中
核事業になるべく、さらなる成長を目指していく事になりました。企業理念はコーポレートセキュリティの
トータルソリューションプロバイダーです。セキュリティを創造・デザインすることにより、企業における
様々なリスクの抑制・防止・軽減を実現し、お客様の企業活動が最大限に発揮できるオフィス空間を提供し続
けます。

パナソニックシステムズソリューションズジャパン株式会社　マーケティングセンター
� 課長　関口　昭義

　世の中が便利になればなるほど、支える現場の課題は集積していきます。そのような中、業務プロセスの改
革こそが、経営課題を根本から解決していくと私たちは考えています。防犯カメラのトップシェアメーカとし
て、自社で持つ画像認識技術を活用し、流通小売業界のお客様の業務プロセスの改革を図ってまいります。パ
ナソニック システムソリューションズ ジャパンは、お客様と共に、現場プロセスイノベーションの実践を通
して、より良い社会の実現をめざします。

　　　　　　　　　　　 賛助会員 　　　　　　　　　　　

 株式会社自己啓発協会　映像事業部エグゼクティブ　橋本 修一

　21世紀の人材に求められるのは、知的生産力と状況適応力であると確信します。HEAD はそのため映像と
研修という面から高度な情報分析ツールを提供したいと考えています。佐藤允一が開発した SI 法を通じて問
題解決を図る研修事業と、多様性の推進などをテーマにした研修教材を制作する映像事業を柱にしています。

毎月開催「ヘイズ博士の教科書でロスプリベンション（LP） を学ぶ会」
　世界のロス対策研究の第一人者フロリダ大学リード・ヘイズ博士が小売業におけるロス対策を総合的体系的
にまとめたセキュリティとロス対策の教科書的名著の日本語版発刊されます。その理解促進のために2018年 5
月16日に「ヘイズ博士の教科書で LP を学ぶ会」をスタートしました。当機構としては、この会がロス対策を
担当されている皆様、LP にご関心のある皆様の学びの場となることを願っております。
　多忙の中とは存じますが、皆様のご参加をお待ち申しております。
◎「ヘイズ博士の教科書でロスプリベンション（LP）を学ぶ会」概要
日　時：毎月の第 3 週の水曜日   会場：高千穂交易㈱　 1 階ショールーム
参加費：�万防機構会員（個人会員年会費5,000円、法人会員年会費50,000円）は無料です。会員以外の方は初回

無料です！  入会案内：http://www.manboukikou.jp/html/member 2 .html
担　当：LP 教育制度作成委員会メンバー　近江元氏、秋元初心氏、事務局（稲本）など
　　　　アドバイザー 渥美六雄氏（株式会社日本リテイリングセンター取締役リサーチディレクター）
協　力：日本万引防止システム協会　政策・研究委員会　ロス対策のソリューション提案

【書籍購入】「ロスプリベンションで未然に防ぐ小売業のロス対策入門」という書名ですので、お近くの書店で
ご購入ください。ネットでも購入できます。
中央経済社 定価3,456円（税込）リード・ヘイズ （著）, 近江 元 （翻訳）, 阿部孔孝 （翻訳）
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日本小売業協会に入会しました
　当工業会は 4 月に日本小売業協会に入会しました。
　日本小売業協会は、昭和53年（1978年） 5 月に主要小売業団体、東京商工会議所をはじめ各地の商工会議所
などの経済団体により設立され、以来41年間、国民生活の向上を担う生活産業の主要団体として、役員会員が
積極的に活動に参加して、我が国小売業の近代化、生産性向上のために活発な事業活動を展開されております。
　当工業会は、JEAS 新宣言の理念に基づき、流通業の皆様のお役に立つよう研鑽に努めてまいります。

業界で活躍する女性の紹介（８）

右より、周瓊閔（Joy Chou）
さん、企画営業部　天野浩
二さん

株式会社GeoVision　　　副社長　周瓊閔（Joy Chou）さん
経歴

　
2003年 3 月台湾 GeoVision Inc 入社／2004年 3 月 Public Relations Dept. 

Manager ／2007年 7 月　株式会社 GeoVision　副社長就任。今に至ります。
仕事内容

　
弊社は台湾 GeoVision Inc 社の子会社として2003年 6 月に設立され、

2007年より日本法人の副社長に就任しました。社内では全ての仕事に関る、言わば
「なんでも屋さん」として、シェア拡大に努めてきました。
　最も大きな仕事の一つが、台湾本社で開発された商品をいかに日本の市場にカスタ
マイズさせ、どのように拡販していくのか、台湾と日本の架け橋としての役目です。
仕事の大変さとやりがい

　
海外で開発した商品を日本市場特有の運用状況に合わ

せ、開発から導入するまでの調整が日々の課題です。特に技術進化が早いため、常に
新しいものを取り入れ勉強するようにしています。
　私は台湾出身なので、コミュニケーションという部分では壁を感じることがありますが、誠心誠意接してい
れば、分かり合えることも多く、言葉を超えて心が通じる時はとてもやりがいを感じます。
趣味

　
趣味は旅行で、仕事のご褒美とリフレッシュのために出かけます。毎年国内海外問わず、必ず行っ

たことのない場所へ行くことを目標にしています。異文化を体験することで視野が広がり、より柔軟な考え方
を持つことができます。当然おいしい食事を食べることも楽しみの一つです。
業界に対する未来への提言 　アナログカメラからネットワークカメラになり、さらに 4 K/ 8 K へ進化し、高

精細な映像が当たり前の時代となっています。監視用途だけではなく、幅広い運用が実現可能になっています。
　ソフトウエア開発にさらなる力を入れ、高画質の映像を生かした AI やディープラーニング技術を用いて新
たな商品開発ができることが楽しみで、胸が高鳴ります。
他の女性社員や若手社員 　自分では常に、笑顔とワクワクする気持ちを大事にしています。

　また、前向きに『何でもチャレンジしてみる』という気持ちを持って取り組むことで、周りの人達も応援し
てくれると思います。

万引防止システムの業界としては、事業の対象が小売業等の接客業であり、その小売業を取り巻く地域社
会であることを考えると、女性目線が強力な力を発揮する場面が多くあると考えることができます。その
場面を顕在化しながら女性の社会進出の促進と協会の持続的な発展のため活躍する方々の紹介を行ってい
きます。つきましては、万引対策等の防犯活動の現場または支援活動の中で活躍されている女性を紹介い
ただきたく、お願い致します。

工業会 日本万引防止システム協会　総務委員会

今年度の万引防止啓発のための壁新聞
　2019月年度万引防止啓発のための壁新聞が出来き、全国の中学校や信用金庫に配布さ
ました。
　データをご利用される場合は万防機構・事務局にご一報いただければ幸いです。
　当工業会は壁新聞の協力団体です。
http://www.manboukikou.jp/pdf/situation497.pdf
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工業会 日本万引防止システム協会のご案内

　工業会 日本万引防止システム協会は、 EAS 機器等の万引防止システムを製造・販売する企業の業界団体で
あり、流通業界の健全な経営、また青少年の非行防止という産業的・社会的役割を果たすべく、行政機関、関
連業界団体とともに連携をとり活動しています。
■目的
　本会は、万引防止システムの産業的、社会的な役割を果たすために、万引防止システムの円滑な普及・発展
に資する制度・政策・計画等の建議と実行、行政機関・関連業界団体あるいは生活者等の間での認識向上、相
互の間の調整、万引防止システムに関する内外の情報収集と提供を行い、業界の健全な発展と安全で豊かな国
民生活に寄与することを目的とする。
■会員の種別
　（ 1 ）正会員
　　　　本会の目的に賛同して入会した次の企業および団体とする
　　　　●万引防止システム製造ないし販売している企業および団体
　　　　●今後、万引防止システムを販売ないし提供しようとする企業および団体
　　　　●�万引防止に関連するサービスを提供する業界（警備業等）や関連業界（防犯カメラ設備等）に属す

る企業など
　　　　●万引防止システムを販売ないし提供する企業に対し商品や部品の供給事業を行う企業および団体
　（ 2 ）賛助会員
　本会の事業を賛助するために入会した次の企業および団体とする
　●小売業に商品供給しているメーカーおよび 物流企業
　●小売業にサービスを供給している企業および団体
　（ 3 ）特別会員
　本会の目的に賛同し、協力をする団体会員
■会費（2019年 6 月 6 日改訂）

年間売上金額 年間会費　万円
正会員　 ① 40億円以上 33

② 20億円以上、40億円未満 28
③ 10億円以上、20億円未満 22
④ 5 億円以上、10億円未満 17
⑤ 3 億円以上、　 5 億円未満 13
⑥ 1 億円以上、　 3 億円未満 11
⑦ 1 億円未満 9

賛助会員 4
特別会員 無料

基本は内部不正対策などを含むロス対策に関わるシステム販売の年間国内売上に応じた
年間会費とする。

■入会条件、入会申し込みはこちらのサイトをご確認ください。
　http://www.jeas.gr.jp/intro06.html

　新規入会企業および団体を募っています。
◎万引防止システムを製造ないし販売している企業の皆様
◎�万引防止対策を担当している警備業や防犯カメラ設備に属する 

企業の皆様


